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基生研分室の開設(.1979年）を皮切りに生理研分室 (1981年），アイソトープセンター(1983年）

と次々に管理区域が設置され，設備の充実が図られた1986年までの間を施設の「創設期」と呼ぶなら

ば， 1987年から 1997年の10年間は「成長期」と言える。

この10年 Ill!, 分子生物学的手法が定着して日常的に実験に取り入られ． RI を使用して行われてい

た実験の一部が非 RI 系に移行したため，より高度な実験にのみ RI が使川されるようになった。その

ため使用される核種も情・l•lc から 32p.35S へ．標識化合物もアミノ酸やホルモンなどから圧倒的に核

酸が占めるようになった。非 RI の実験手法の増加の傾向にもかかわらず．使用数址及び利用者数は

年々増加した。この変化に対応し，分室で 35s. 、15Ca. 12r, 1 を使用可能にする (1988) など，使用核種

や数批の変更を行った。また．利用者の増加による実験スベースの不足の解消のため， 1993年にアイ

ソトープセンターの管理区域の拡張を行い， 1997年には形質統御実験棟分室を開設した。

設備面では1991年に RI 在肱管理， 1995年に出人室管理をコンピュータ化し， 1996年に老朽化した

モニタリングシステムの全面的な更新を行った。

施設運営面では1993年に藤田善彦教授から堀内訟教授に施設長が代わり，専任教官は述沼仰嗣助教

授が1990年に転出した後， 1995年に小川和男助教授が滸任するまでの 5 年1111不在であった。このIlil,

技術諜の古川和彦，椿野佳奈子，松田淑美，東光明，杉本暢也，｝)II藤洋介技官が放射線取扱主任者ま

たは放射線管理貨任者として施設長の下，その時々の利用者のニーズに応え，安全管理と運営に尽力

した。

このように施設の研究所における前要性は増し，今後も続くものと思われる。 RI は便利である一方，

安全利用もまた欠かせない。この 10年間大きな防害もなく施設の運営を行えたのも施設側．利用者側

の一体となった安全利川の姿勢にあると考えている。
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